
別紙１ 北広島市

【基本情報】

【事業概要】

（第   1  章）

（第   6  節）

（施策   2　）

【事業の計画・実績】 ※平成27年度欄は推進計画が未策定なので、空欄にしております。

平成25年度 事務事業評価調書（事後評価用）

計画事
業番号

00147 事務事業名 子ども医療費助成事業 担当部署
保健福祉部
国保医療課

電話 内線663

事務区分 ■自治事務　□法定受託事務 根拠法令等
北海道医療給付事業補助金交付要綱第1、北広島市子ども医療費助成に
関する条例第1条、同条例施行規則

事務事業開始年度 昭和48年度

個別計画等 　〃  終了予定年度

新規継続区分 継続

１ 総合計画体系

支えあい健やかに暮らせるまち

社会保障制度の充実

医療援護の推進

ソフト・ハード区分 ソフト事業 会計区分 一般会計 補助単独区分 補助

２ 対　　象 　健康保険に加入している０歳から小学校就学前までの乳幼児及び小・中学生（保護者の所得制限あり）

３ 目的と内容
　乳幼児等の疾病の早期受診、早期治療を促進し、保健の向上及び福祉の増進、経済的負担の軽減を図るた
め、医療費の一部を助成する。

４ 実施内容
　（手　　段）

2
4
年
度
ま
で

医療機関等にかかった時の医療費のうち健康保険診療の自己負担額の一部を助成する。
①就学前児童については、通院、入院及び指定訪問看護　　②小学生・中学生については、入院及び指定訪問看護のみ
１．就学前児童、小学生・中学生で市町村民税非課税世帯の方～初診時に一部負担（医科580円歯科510円、ただし市内医療機関
は0円）
２．小学生・中学生で市町村民税課税世帯に属する方～原則として医療費の一割が自己負担
　　ただし、一か月ごとの自己負担上限額は入院44,400円/月（世帯ごと）
　※3歳～就学前児童で課税世帯の医療費1割分と市内医療機関の初診時一部負担金を市が拡大助成（Ｈ20年8月）
３．助成方法　道内は受給者証の提示により原則現物給付（市内医療機関及び市外医療機関の一部から審査期間を通じて市に請
求）、その他は償還払いによる受給者への現金給付

2
5
年
度

同　上

健康保険対象の医療費の
一部を助成
（入院及び指定訪問看護
の助成対象を中学生まで
拡大）

平成25年3月末現在
　受給者数　　  2,912名
　　うち就学前   2,847名
　　　　小学生  　 　59名
　　　　中学生   　  　6名
　助成件数　55,954件
　助成金額　105,683,826円
　　うち市単独助成
  　   　        28,176,310円

健康保険対象の医療費
の一部を助成

健康保険対象の医療費
の一部を助成

【評価結果・評価コメント】

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

計画 実績 計画 計画 ※計画

総合判定 平成２６年度に向けた具体的な方向性 評価区分

前 年 度
２次評価

現状継続 対象者は限定されているが、助成方法も効果的であり、現状継続とする。

「拡大重点化」
「現状継続」
「見直し」
「統　合」
「休止・廃止」
「終　了」

１次評価 現状継続

医療費助成は、子どもの保健の向上及び福祉の増進、経済的負担の軽減に資するため継続した取り
組みが必要である。また、社会情勢の変化や、少子化などの状況から医療費助成の拡大、子育て環
境の充実の要望も高く、子どもの健やかな成長と子育て環境の充実に資するため、小学生の通院時
自己負担の助成について検討する。

２次評価 現状継続 現状継続とする。助成範囲の拡大については、必要性や効果等を十分に検討すること。



【事業費の推移】 ※平成27年度欄は推進計画が未策定なので、空欄にしております。

【評価指標】

①

②

③

【評価項目】

法律の義務付けあり 法律の義務付けなし

（単位：千円）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 ※平成27年度

0

道支出金 38,875 46,256 47,355

決算額、当初予算額又は推進計画額 112,850 134,441 138,474 0

事
　
　
業
　
　
額

直接事業費

国支出金

地方債 0

その他特財 307 150 150

一般財源 73,668 88,035 90,969

 ① 合　計 112,850 134,441 138,474 0

9,000

 ④ ＝②×③ 10,800 10,800 10,800 0

人　件　費

② 人　数（年間） 1.20 1.20 1.20

③ 1人当り年間平均人件費 9,000 9,000 9,000

総事業費①＋④ 123,650 145,241 149,274 0

指　　　　標　　　　名 単位 平成24年度 平成25年度

②給付件数（件） 目標値 65,630

平成26年度 平成27年度

活
動
指
標

①受給者数（人） 目標値 3,000 3,000

54,620

実績値 55,954

実績値 2,912

実績値 105,684

③給付額（単位：千円） 目標値 127,793 107,886

実績値

④ 目標値

成
果
指
標

一人当たりの平均受給件数 目標値 22

１件当たりの受診コスト（円） 目標値 2,214

総事業費　／　受診件数 実績値 2,210

目標値

12

給付件数　／　受給者数 実績値 19

2,733

有
効
性

・成果指標値から見て､目標の達成度はどの程度か
　（達成度合）
・目的を達成するための手段(実施方法)は有効か
　（手段有効度合）

3

医療助成の給付方法として、現物及び現金の両方を認めてお
り、目的を達成するための手段は有効である。また、助成金の
支払い事務を審査機関に委託化して市外受診も現物給付が
一部可能となり、市民サービスの向上につながっている。

効
率
性

・投入した予算や人員に見合った効果が得られているか
　（費用対効果の度合）
・効率的な方法で実施しているか
　（同じ経費でもっと効率的な方法はないか）

3
電算システムにより効率的に実施されている。また、助成医療
費の事務の一部を審査機関に委託化し、事務の効率化も図ら
れている。

チ ェ ッ ク 項 目 評点 平成２４年度における評価　（現状と課題）

妥
当
性

・市民や社会の要求に合致しているか
・上位施策を達成するために必要な事務事業か
　（目的妥当性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か
　（公共性・公益性の度合）

3
本事業は、児童が健康に育つことを目的として、医療費の一
部を助成するもので、行政の関与が不可欠であり、市民や社
会の要求にも合致している。

【指標の定義（算式等）】 実績値

【 法律で実施が義務付けられている事務事業か 】 □ ■

【民間活力の活用性評価】
（事業担当部局が評価）

□ 民間等での実施または市民等との協働が可能である。

■ 民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

公
平
性

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏ってい
　ないか

3
受給要件に一定の所得制限を設けていることや児童の年齢
あるいは市民税の課税世帯かどうかによって助成額を区分し
て受給者負担の公平性を図っている。

評点区分 　　　３　適　　　　切　　　　　　　　　　　２　改善の余地がある　　　　　　　　　　　１　不　適　切


	子ども医療費助成事業

